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01 確定申告の必要性と対象者
W h o  m u s t  f i l e

申告が必要となる主な場合

• 給与収入が2,000万円を超える場合

• 給与・退職以外の所得が20万円を超える場合

• 2か所以上から給与の支払を受ける場合

• 公的年金等の収入が400万円超等の年金受給者

• 事業所得・不動産所得を有する個人

• 土地・建物・株式等を譲渡した場合

申告により還付を受けうる主な場合

• 医療費控除・セルフメディケーション税制の適用

• 住宅借入金等特別控除（初年度）

• 寄附金控除（ふるさと納税のワンストップ未利用）

• 年の中途退職で年末調整未了の者

• 雑損控除の適用（災害・盗難等）

• 上場株式等の譲渡損失の繰越控除



個人所得税確定申告 ― 作成手順と所得区分の判定 II. 作成手順

― 4 ―

02 確定申告書の作成手順 ─ 5段階
F i v e - s t e p  p r o c e d u r e

① 収集 源泉徴収票・支払調書・控除証明書・帳簿等の収集

② 区分 収入を10種類の所得区分に整理

③ 計算 各種所得金額・所得控除・税額控除を算定

④ 記入 第一表・第二表（必要に応じ第三表・第四表）を作成

⑤ 提出 e-Tax又は書面で所轄税務署に提出・納付/還付

※ 提出期限：原則として翌年2月16日から3月15日まで。e-Tax利用率は近年4分の3超に達し、マイナポータル連携による自動入力が進展。
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03 10種類の所得区分（概観）
T e n  i n c o m e  c a t e g o r i e s

①

利子所得

預貯金・公社債等の利子

②

配当所得

株式の配当、投信の分配金

③

不動産所得

土地・建物等の貸付収益

④

事業所得

事業から生ずる収益

⑤

給与所得

俸給・給料・賞与等

⑥

退職所得

退職手当・一時恩給等

⑦

山林所得

山林の伐採・譲渡

⑧

譲渡所得

資産の譲渡による利得

⑨

一時所得

懸賞金・満期金等

⑩

雑所得

他に該当しないもの

所法23〜35条。各所得は計算方法・課税方法・損益通算の可否が異なる。




